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　［左図］　KEK LINAC低速陽電子実験施設に設置されたポジトロニウム飛行時間分光装置と測定原理。試料表面近くに打ち込まれた陽電
子から形成した陽電子・電子の束縛状態であるポジトロニウムの放出エネルギーを測定できる。

［右上図］　陽電子注入エネルギーを変化させ測定した Low-k 膜表面から放出したポジトロニウムのエネルギースペクトル。開放ナノ空孔
量増加（A>B>C）に伴い，ポジトロニウムの放出強度および放出深さが増大し，空孔量が最も大きい膜（A）では注入エネルギー
が 4.0 keV のときの放出ポジトロニウムはほぼ熱化することが確認できた。

［右下図］　低速陽電子専用加速器（放射線発生装置の表示の奥，コンクリートの放射線シールドの内部）および低速陽電子ビームラインか
ら分岐された透過型陽電子顕微鏡用拡張ライン（中二階）。
（最近の研究から「高強度陽電子ビームを利用したポジトロニウム－飛行時間分光法による先端材料ナノ空孔分析－」より）

（表紙説明）


